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プライマリ・ケア認定医試験 

 
【講評】 ※括弧内は 2024年度試験値  

外来症例 4 例、在宅医療症例 1 例、地域活動か教育実践事例 1 例の計 6 事例の詳細事例報告書は、皆

さまの診療現場が都会か地方か、地域病院か診療所か、専門領域との距離が近いか遠いかといったそれ

ぞれの特徴を帯びながらも、認定医として活躍いただくための前段階としてまとまった内容になってい

ると感じました。 

 

筆記試験の平均点は、100 点満点中平均点 63.4点でした。全体を通して正答率は高く、知識面におけ

る達成度は比較的高かったと考えています。 

 領域別の正答率については、日常病(慢性疾患) 58.6%(67.5%)、日常病(皮膚・眼・耳鼻・泌尿) 

52.6%(59.4%)、急性疾患・救急 68.7%(73.5%)、小児・思春期 59.9%(70.5%)、高齢者 47.5%(60.6%)、女

性・男性・周産期 46.9%(71.9%)、メンタル 55.7%(70.2%)、整形 55.4% (56.9%)、緩和 65.6%(58.3%)、

公衆衛生 69.6%(53.5%)、コミュニケーション 81.7%(80.2%)、EBM 44.6%(60.4%)、日本の医療制度 

60.7%(60.2%)、家庭医療の原則 68.6%（58.9%）でした。 

 正答率が極端に低かった設問や、識別指数がマイナス値であった設問等に関しては再評価を行い、そ

のうちの一部を不適切問題と判断し、全員加点といたしました。 

 本年度の筆記試験は、100 問とし、マークシート方式を採用して集合形式での試験を実施いたしました。 

 


